
 

 

（ 続紙 １ ）                             

京都大学 博士（地域研究） 氏名 堀 光順 

論文題目 ウガンダ南西部の人口稠密地域における山地農業と土地利用の変遷 

（論文内容の要旨） 

 

 東アフリカ・ウガンダ共和国では急速な人口増加や土地法の改正による土地の私

有化、都市居住者による土地の買い上げにともない農村部における土地不足の問題

が深刻となっている。本論文は、土地不足が進行する人口稠密地域の山地農村にお

ける農耕民チガの土地利用や生計活動、土地所有の形態、土地取引を検討し、市場

経済の浸透による農耕システムの変化や農地拡大といった社会変容を明らかにし、

ウガンダ南西部の山地における土地不足に対応する人々の生計戦略とその土地取引

を解明することを目的とする。 

 序章では、先行研究をふまえて、現代アフリカにおける市場経済の浸透と在来農

業の変化、人口増加にともなう土地不足と土地利用の変化について記述している。 

 第一章では、調査地であるルバンダ県の概要について記述した。ルバンダ県は標

高2,400メートルの山地に位置し、農耕民チガの人々が居住している。チガの人々は

父系リネージを外婚の単位とし、親と未婚の子どもたちから構成される世帯を単位

に生活している。 

 第二章では、チガ社会の農耕システムと植民地期以降の換金作物の導入に関する

歴史を記述した。チガの人々は山地斜面でモロコシやインゲンマメを栽培する一

方、ウシやヤギを飼養する農牧複合の生業が営まれていた。イギリスによる植民地

期にはコーヒーや紅茶といった商品作物の栽培が試みられるが、高地の自然条件に

より、植民地政府が望む商品作物の栽培は定着しなかった。 

第三章では、山地の農耕システムについて、チガの人々が認識する地形区分にし

たがって説明した。チガの人々は村内の地形を斜面地(omurambi)と谷型緩斜面地(m

urukoro)、湿地(orufujo)に分類している。斜面地ではテラスが造成され、モロコシ

やインゲンマメ、サツマイモといった自給作物が、年に2度の雨季に合わせて栽培さ

れている。谷型緩斜面地の畑は、水分条件が斜面地より好適であり、土壌の堆積も

あるため、作物の生産性が高いと認識されている。この畑では自給作物に加えて、

ジャガイモやキャベツといった換金作物が栽培される。湿地は雨季の間に雨水が斜

面から集まり湛水するため、耕作に不適な土地であったが、チガの人々は1990年に

はジャガイモを大規模に栽培するようになった。 

第四章では、地域住民によるニャムリロ湿地の開墾の歴史とジャガイモ栽培の現

状について明らかにした。ニャムリロ湿地は公有地であり、県が1975年に換金作物

の普及計画を策定し、地域住民による農業組合の結成を呼びかけ、湿地の開墾がは



 

 

じまった。1990年以降、首都カンパラや隣国ルワンダまでの道路インフラの整備に

よって流通網ができ、住民は乾季に高畝を造成し、ジャガイモの栽培と販売を通じ

て現金を稼得するようになった。 

第五章では、1954年から現在までのR村における土地利用の変化を明らかにし

た。1954年には山地の斜面には畑が分布する一方で、尾根や谷地は開墾されず未開

墾地であった。現在では斜面全体に小さな区画の畑が広がり、未開墾地や無主地は

残されていない。GIS（地理情報システム）によって土地利用を分析すると、村内は

15地区に区分され、各世帯は複数の地区に分散して畑を所有していること、地区に

よっては栽培する作物がそろえられていることが明らかになった。チガ社会の山地

農業では、地滑りや斜面崩落、そして鳥による作物食害のリスクを極小化しようと

する特徴があることを指摘した。 

第六章では、チガ社会における土地相続の特徴である、父親が息子の結婚どきに

おこなう土地の生前贈与の歴史的な経緯とその現状を検討した。新婚世帯が生活で

きる広さの土地を与えることは親の責務だという考えが地域に根強く残っている。

土地が不足するなかで、親は谷型緩斜面の畑などなるべく条件のよい畑を息子に贈

与したり、オクワティラ(okwatira)慣行という母と娘の間でおこなわれる土地貸与が

若年世帯の生計に重要であった。チガの人々のライフコースでは、20代に結婚し、

父親から譲り受けた農地で生活をはじめ、夫婦が賃金労働に従事して土地を追加

し、50代で所有地の面積はピークを迎える。そして、息子の結婚とともに、息子に

対する土地の生前分与をおこない、所有地の面積は減少することを指摘した。 

第七章では、チガの人々の賃金労働と生計活動の現状を検討した。近年では土地

の価格が高騰し、村びとは農地を購入するために多額の現金を稼ぐ必要がある。所

有地の少ない若年世帯は、村内でジャガイモ栽培にかかわる賃金労働に積極的に従

事し、不足する生活費に補填していた。 

終章では、各章を総括し、山地農村における土地利用について検討し、換金作物

を栽培する集約的な山地農業と土地取引の実態を考察している。現代ウガンダの山

地農村では、人口増加と繰り返される土地相続によって各世帯の所有地が狭小化し

ている。親から息子への土地相続が続けられる要因には、一年を通して働くことを

強く志向し、世帯が自立して生活するというチガ社会に共有される価値観がある。

本論文では、土地を確保するという親の責務を果たすことが困難である現状のなか

でも、人々は懸命に働き、土地を購入し、自立した生計を営むよう努力を続け、息

子が結婚したときには土地を分与すべく、斜面地における自給作物の栽培と谷地に

おけるジャガイモ栽培、母と娘の関係に基づく借地の利用、賃金労働などを取り入

れて生計活動を多様化していると結論づけた。 

 




